


















称変更も行う。（新たな社会的養育の在り方に関する検討会 2017 : 3）
「里親のリクルート、登録から子どもの委託、措置解除に至るまでの一連の過程及び委託後


























































地域社会の創造』という視点」（伊藤 2016 : 27）の重要性が指摘されている。
伊藤・髙田・森戸（2014）では、「乳児院・児童養護施設と里親が今後より良いパートナー
シップを構築するために必要な改善策や解決すべき課題等について明らかにする」（伊藤・髙
田・森戸 2014 : 27）ため、「直接里親と施設との関係調整等の役割を担うことのある直接支援





















指摘される中（伊藤・髙田・森戸 2014 : 35）、A 県では、施設職員研修会への里親の参加、里
親研修会への施設職員の参加、施設の里親支援専門相談員と里親が同席する会議の開催等、施
設職員と里親の交流や連携が比較的良好におこなわれていると考えられるからである。
具体的には、2016（平成 28）年度の A 県児童養護施設協議会による全体研修会で、施設職
員から 6人、里親から 1人が養護実践発表をおこなっている。また、2017（平成 29）年度に





















インタビュー調査は、2017年 8月 21日～24日の 4日間に、A 県内 6か所の児童養護施設
を調査者 2名が訪問して実施した。事前に施設長宛てに調査項目を記した依頼文書を送り、そ
れらの項目に沿って半構造化インタビューをおこなった。インタビュー時間は 1時間～2時間



















施設名 調査協力者 インタビュー形態 調査日 調査場所 調査時間
B 里親支援専門相談員・里親支援担当職員 グループ 2017年 8月 21日 B 施設 1時間 50分
C 里親支援専門相談員 個人 2017年 8月 22日 C 施設 1時間 39分
D 家庭支援専門相談員 2名・施設長 グループ 2017年 8月 22日 D 施設 44分
E 里親支援専門相談員・施設長 グループ 2017年 8月 23日 E 施設 1時間 8分
F 里親支援専門相談員・施設長 グループ 2017年 8月 23日 F 施設 1時間 7分



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































始する必要がある」（新たな社会的養育の在り方に関する検討会 2017 : 47）とされている。そ
のための具体的な数値目標が示されたことは「1．目的」で述べたとおりであり、今後は「就
学前の子どもの代替養育における里親原則の実現」（新たな社会的養育の在り方に関する検討



































































































































２）2015（平成 27）年度末の A 県の里親委託は 80組であり、そのうちの 24組が震災関連である。そ
の半数以上が沿岸部地域の里親である。
３）新たな社会的養育の在り方に関する検討会（2017）では、「里親支援事業の充実強化策として、委
託児童数・委託里親数に応じた里親相談支援員の配置」に言及されいる。1軒の委託里親家庭を訪
問するのに 1日かかるような地域であっても、委託児童数・委託里親数が少なければ支援員は多く
配置されないということである。
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